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上位目標及びプロジェクト目標 

項目 目標 
上位目標 ウランバートル市において大気汚染物質の

排出削減のための施策が強化される。 
プロジェクト目標 ウランバートル市と他の関係機関の人材育

成と組織体制構築を重視しつつ、ウランバー
トル市の大気汚染対策能力が強化される。 
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⑤大気環境管理サイクル構築
成果９

②大気汚染対策・戦略・政
策の検討/意思決定

③大気汚染対策の評価・
審査

大気汚染対策の実施

④大気汚染対策の実施

①大気環境・汚染源の
分析、対策効果の評価

フェーズ1の達成範囲

成果１、２、３

成果４、５

成果７、８

成果６

プロジェクトで望まれる大気環境管理サイクル 
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大気環境・汚染源の分析、対策効果の評価の分野：成果1～3 
1 排出源モニタリング能力が強化される。 
2 大気環境モニタリング能力が強化される。 
3 大気環境及び発生源の評価分析能力が強化される。 
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大気汚染対策・戦略・政策の検討/意志決定の分野：成果4～5 
4 APRD及び関係機関による技術的な検討が活用されることに

よって、大気汚染対策に係る意思決定プロセスが改善する。 
5 APRD及び関係機関が一般市民や関連専門家に対して大気

汚染に関連する公表・啓発及び警報活動を行える能力が強
化される。 



大気汚染対策の評価・審査の分野：成果6 
6 大気汚染対策実施案に係る評価・審査能力が強化される。 
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大気汚染対策の実施の分野：成果7～8 
7 APRD、関係機関による排出源の規制及び管理能力が強化され

る。 
8 APRD及び関係機関によって、主要な大気汚染物質発生源の事

業者による対策が喚起される。 

大気環境管理サイクル構築の分野：成果9 
9 成果1～8に係る組織体制が構築される。 



JICAプロジェクトの概要 
フェーズ１ 2010年4月～2013年3月（3年間） 

技術協力対象機関は、APRDを含む19機関 
供与機材合計702百万MNT相当 
固定発生源モニタリング、ボイラ登録管理制度、火
力発電所対策及び省エネルギー、大気環境シュミ
レーションモデルの構築 

フェーズ２ 2013年12月～2017年6月（3年半） 
技術協力対象機関は、APRDを含む22機関 
供与機材計1620百万MNT相当に加えて、新設測
定局396百万MNT相当、CEMS設置738百万MNT相
当を供与 

大気環境モニタリング、固定発生源及び移動発生
源モニタリング、市民への情報提供、ボイラ登録管
理制度の完全実施、大気汚染対策実施案の策定
支援、PM10等に関する対策案の評価・審査能力の
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NAMEM 

プロジェクト実施体制 
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2015年基準適合HOB数 

SO2 17/41 

NOx 41/41 

CO 13/41 

Dust 17/41 

環境によいと推奨されていたボイ
ラであっても、基準に適合しない
HOBが多かった。 

固定発生源排ガス測定 



9 粉じんが舞うHOB建屋での排出ガス測定 

ボイラ監査の様子 HOBの給炭の様子 



自動車排出ガス測定 

車載型排出ガス測定機材が2組供与され、6人
が育成され、20回測定した。 
測定により、EURO-IVバス、DPF、外国の排出

基準、ナノ燃料等の効果を測定し、対策案の
評価と選定に活用された。 
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大気環境モニタリング 

4局の各種機材が修理された結果、測定の
延べ時間数は、2013年の50,465時間から
2015年の186,967時間に増えた。 
バヤンホシュに新規測定局が供与され、

2016年4月から稼働している。 
3名が校正等の管理作業、1名が確定作業の
指導を受けた。 
NAMEMが作成する月報・年報に、APRDの
データが掲載されるようになった。 
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APRDからのデータ 

PM10の年平均値 
出典: NAMEMの年報 

新設測定局の記念式典（2016年5月） 

測定機材のメンテナンスの様子 



第4火力のCEMS（排ガス連続監視システム） 
導入による発生源管理体制の確立 

ＣＥＭＳの構成 
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ＣＥＭＳデータの共有 
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大気汚染への寄与の推定 
PM濃度を正確に測定するためのサンプラー、

精密天秤等が供与され、自動測定機の誤差が
確認された。 
PMの成分を分析し、解析した結果、石炭燃焼、
自動車、SO2由来の二次生成物質等の影響が
大きいことが判明した。 
排出インベントリと拡散シミュレーションについ
ての技術継承が不十分であったため、2015年
4月、新たに4人の育成が始まった。 
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SO2排出量 
PM2.5の19%はSulfateであるため、SO2の排出削減も重要である。 

Source Factor of PM10 by PMF 
(average: 230.3 ug/m3)

Coal Combustion

Motor Vehicle

Crustal

Sulfate

Nitrate

Refuse Incineration

Cement

Source Factor of PM2.5 by 
PMF (average: 139.3 ug/m3) 

Coal Combustion

Motor Vehicle

Crustal

Sulfate

Nitrate

Refuse Incineration

Cement

PMサンプリングの様子 
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市民への情報伝達 



効果が高い対策の選定 
HOBの監査と指導が全HOBを対象とできるよう
になった。 
排出ガス測定データに基づく提案が増えた。 
HOBと改良燃料については、製品によって、効
果が大きく異なることが判明した。 
HOBの排ガス処理装置については、利用状況
によって効果が大きく異なることが判明した。 
EURO-IVエンジン搭載バス、DPF設置について

は、測定された機種については大きな効果があ
ることが確認された。 
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20 DPFの試験 
排出ガス測定データを用いた展示 
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サイクロン 石炭ガスを使うHOB 
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本邦研修の実施 



まとめ 
既存自動大気測定局のリハビリと追加新設、
車載計による移動発生源排ガス測定、活動継
続に必要な人数の育成が行われた。 
市民が大気汚染情報を活用できるよう、情報
提供・教育が始まった。 
監査庁から HOB への指導、改良燃料・

ECOBUS・DPFの検討等、JICAプロジェクトの測

定データや提案が、大気汚染対策に活用され
始めた。 
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ご静聴ありがとうございました 
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